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平
和
と
紛
争
予
防 

／
紛
争
解
決
月
間 

 
 

 

平
成
31
年
２
月
３
日
（
日
） 

 
 

 

節
分
例
会
（
職
場
例
会
） 

於 

大
須
観
音
宝
生
院 

         
 

会
員 

55
名 

 
 

出
席
計
算
数 48

名
中
40
名
出
席 

出
席
率

83
・
33
％ 

前
々
回
出
席
率

87
・
23
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
大
上
職
業
奉
仕
委
員
長
挨
拶 

★
節
分
の
お
話
し 

★
米
山
奨
学
生
挨
拶
・
奨
学
金
授
与 

★
乾 

杯 

★
鬼
頭
社
会
奉
仕
委
員
長 

・
広
島
被
ば
く
樹
木
（
緑
の
遺
産
）
報
告 

★
次
年
度
委
員
会
配
属
発
表 

★
締
め
の
挨
拶 

  

ゲ
ス
ト 

春
日
井
和
良
さ
ん
ご
友
人 

Ｔ
Ｎ
Ｂ
企
画
代
表 

大
須
案
内
人
世
話
役 

田
邊 

靖
彦
さ
ん 

吉
田 

憲
一
さ
ん
ご
友
人 植

村 

悦
子
さ
ん 

横
川 

誠
人
さ
ん
ご
友
人 木

下 

凌
佳
さ
ん 

古
田
ま
り
な
さ
ん 

小
澤 

幸
男
さ
ん
ご
友
人 

オ
ル
ガ
ン
奏
者 

 
 

鈴
木 

郁
子
さ
ん 

元
会
員 

 
 

 
 
 

小
野 

定
男
さ
ん 

髙
木 

政
義
さ
ん
ゲ
ス
ト 

名
古
屋
北
Ｒ
Ｃ
受
入
青
少
年
交
換
学
生 

R
e
p

o
 A

rttu
 H

e
n

rik
 W

e
rn

e
ri 

ア
ル
ト
ゥ
く
ん 

岡
部 

快
圓
さ
ん
ご
夫
人 岡

部 

雅
子
さ
ん 

渡
辺 

観
永
さ
ん
ご
夫
人 渡

辺 

由
美
さ
ん 

林 
 

順
治
さ
ん
ご
家
族 林 

 

拓
弥
く
ん 

米
山
奨
学
生      

 
 

谷こ
く 

 

金
榜

き
ん
ぼ
う 

  

ビ
ジ
タ
ー 

中
部
名
古
屋
み
ら
い
Ｒ
Ｃ 

川
口 

 

豊
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

岡
部
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

中
部
名
古
屋
み
ら
い
Ｒ
Ｃ 

川
口 

 

豊
さ
ん 

大
須
観
音
様
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
岡

部
さ
ん
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

松
本 

哲
朗
・
杉
本 

忠
夫 

大
須
観
音
節
分
会
に
よ
う
こ
そ
！ 

岡
部 

快
圓 

岡
部
さ
ん
、
節

分
の
お
話
し
楽

し
み
で
す
。 

岩
崎 

征
一 

浅
野 

 

彰 

岡
田 

尚
彦 

堀
江 

英
弥        

横
井 

 

衞 

小
澤 

幸
男 

木
村 

光
徳 

杉
浦 

令
淑 

吉
田 

明
夫 

酒
井 

 

修 

前
田 

隆
久 

渡
辺 

観
永 

岡
村 

隆
德 

大
原 

敏
正 

加
藤
巳
千
彦 

吉
田 

憲
一 

田
崎 

雅
三 

鬼
頭 

茂
成 

丹
下 

富
博 

林 
 

順
治 

大
上 

晃
延 

髙
田 

知
史 

川
合 

美
幸 

横
川 

誠
人 

誕
生
月
で
す
。
節
分
例
会
お
世
話
に
な

り
ま
す
。 

 
 

 
 

 

吉
田 

隆
彦 

次
年
度
配
属
表
を
お
配
り
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
柴
岡 

正
将 

今
日
は
ア
ル
ト
ゥ
君
を
連
れ
て
来
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 

髙
木 

政
義 

田
辺
さ
ん
節
分
例
会
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

春
日
井
和
良 

  

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

松
本 

哲
朗 

「
恵
方
」 

恵
方
と
は
歳
徳
神
（
歳
神
様
）
が
宿
る

方
向
で
そ
の
年
の
縁
起
の
い
い
方
角
で

す
。
ご
存
知
の
通
り
こ
の
辺
り
に
は
東

北
東
（
龍
泉
寺
）
南
南
東
（
笠
寺
観
音
）
西
南

西
（
荒
古
観
音
）
北
北
西
（
甚
目
寺
）
と
名
古

屋
城
を
守
る
位
置
に
尾
張
四
観
音
が
あ

り
ま
す
。今
年
の
恵
方
は
東
北
東
で
す
。 

毎
年
の
恵
方
は
十
干
十
二
支
の
十
干

に
よ
っ
て
４
つ
の
方
角
の
ど
れ
か
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。十
干
と
は
甲
（
こ
う
）

乙
（
お
つ
）
丙
（
へ
い
）
丁
（
て
い
）
戊
（
ぼ
）

己
（
き
）
庚
（
こ
う
）
辛
（
し
ん
）
壬
（
じ
ん
）

癸
（
き
）
で
10
年
で
一
周
し
ま
す
。
今
年

は
６
番
目
の
己
（
き
）
の
年
で
己
の
年
は

東
北
東
が
恵
方
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

10
年
の
う
ち
龍
泉
寺
、
甚
目
寺
、
荒

古
観
音
は
２
回
ず
つ
５
年
置
き
で
す
が

残
り
の
４
回
を
南
南
東
の
笠
寺
観
音
が

担
当
し
ま
す
。
笠
寺
観
音
の
番
が
多
い

気
が
す
る
の
は
そ
の
通
り
で
２
年
、
３

年
、
２
年
、
３
年
と
順
番
が
来
ま
す
。 

こ
こ
大
須
観
音
様
は
真
ん
中
に
あ
る

た
め
毎
年
盛
大
な
節
分
会
を
祝
う
こ
と

が
で
き
名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
に
と

っ
て
も
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。 

十
干
十
二
支
を
使
っ
た
方
角
は
３
６

０
度
を
24
に
分
け
、一
つ
ず
つ
は
15
度

に
な
り
ま
す
。
本
来
の
恵
方
は
東
か
ら

左
へ
15
度
の
方
角
で
す
。
便
宜
上
、
今

年
の
恵
方
は
東
北
東
と
言
い
ま
す
が
16

に
分
け
た
言
い
方
の
た
め
、東
か
ら
22
・ 

５
度
左
の
方

角
と
な
り
、

本
来
の
恵
方

と
は
７
・
５

度
の
差
が
あ

り
ま
す
。
正

し
い
恵
方
は
、

東
北
東
よ
り

７
・
５
度
右 
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で
す
。
ほ
か
の
３
方
向
の
場
合
も
７
・

５
度
右
に
な
り
ま
す
。
と
い
う
細
か
い

話
を
し
て
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

職
業
奉
仕
委
員
長
挨
拶 

大
上 

晃
延 

職
業
奉
仕
委
員
会
の
職
場
例
会
と
し

て
、
平
成
最
後
の
節
分
例
会
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
、
た
く

さ
ん
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
名
古
屋

大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
象
徴
と
も

言
え
る
大
須
観
音
さ
ん
で
、
こ
の
よ
う

な
節
分
会
に
参
加
で
き
る
こ
と
は
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
も
、
ご
多

忙
な
中
、
貴
重
な
お
時
間
と
会
場
を
提

供
く
だ
さ
っ
た
岡
部
さ
ん
の
尽
力
の
賜

物
で
す
。岡
部
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

節
分
の
お
話
し 

岡
部 

快
圓 

        

真
言
宗
智
山
派
の
別
格
本
山
大
須
観

音
（
北
野
山
真
福
寺
宝
生
院
）
は
尾
張
四
観

音
の
中
枢
に
当
た
り
「
中
心
恵
方
」
と
し

て
昔
か
ら
知
ら
れ
て
参
り
ま
し
た
。
特

に「
福
の
神
鬼
追
い
の
儀
式
」
は
そ
の
昔

室
町
時
代
、
殿
中
に
て
執
り
行
わ
れ
た

儀
式
で
あ
り
大
須
観
音
で
は
節
分
ご
と

に
こ
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
参
り
、
２
月

３
日
の
節
分
会
に
は
寺
社
総
奉
行
・
七

福
神（
布
袋
和
尚
・
大
黒
天
・
弁
財
天
・
毘
沙
門
天
・

恵
比
須
の
神
・
福
禄
寿
・
寿
老
人
）
を
率
い
た

福
の
神
が
現
れ
、赤
鬼
、青
鬼
ど
も
を
追

う
厄
除
け
の
行
事
は
全
国
に
そ
の
類
を

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
福
の
神
が
捲
く
福
豆
と
天
に
も
轟

く
笑
い
声
に
赤
鬼
・
青
鬼
ど
も
は
慌
て

ふ
た
め
い
て
退
散
し
、
こ
の
儀
式
は
終

わ
り
ま
す
。 

 
尚
、大
須
観
音
で
は
、伊
勢
神
宮
の
神 

人
よ
り
開
山
能の

う

信し
ん

上
人
に
授
け
ら
れ
た 

寺
宝
の
鬼
面

き

め

ん

を
ご
本
尊
御
宝
前
に
祀
り 

（
一
年
に
１
日
、
節
分
の
日
の
み
）
加
持
祈 

祷
を
行
い
、
参
詣
者
皆
様
の
厄
難
を
払

い
、七
難
即
滅
・
七
福
即
生
を
祈
る
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
鬼
面
を
ち
な
み
、「
福

は
内
」
と
の
み
唱
え
「
鬼
は
外
」
は
禁

句
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
年
の
恵
方
は
寅
と
卯
の
間
、
東
北

東
で
す
。
尚
２
月
３
日
の
節
分
会
の
行

列
は
午
後
１
時
18
分
（
御
本
尊
の
縁
日
１

８
日
に
因
み
）
栄
の
中
日
ビ
ル
の
船
宿
を

と
し
福
の
神
宝
船
（
大
須
丸
）
に
乗
っ
た

七
福
神
・
還
暦
の
会
・
古
希
の
会
・
ミ
ス

観
音
・
寺
社
総
奉
行
な
ど
の
「
節
分
宝

船
行
列
」
が
栄
小
公
園
を
出
発
し
、
南

大
津
通
り
・
万
松
寺
通
り
・
裏
門
前
町
通

り
・
東
仁
王
門
通
り
・
仁
王
門
通
り
を
パ

レ
ー
ド
し
て
午
後
３
時
頃
大
須
観
音
に

到
着
し
、
本
堂
前
の
特
設
舞
台
に
て
福

の
神
に
よ
る
「
鬼
追
い
の
儀
式
」
が
挙

行
さ
れ
、
節
分
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な

り
ま
す
。 

 

乾
杯
・
締
め
の
挨
拶 

               

米
山
奨
学
生
挨
拶
・
奨
学
金
授
与 

米
山
奨
学
生 

谷
こ
く 

 

金
榜

き
ん
ぼ
う 

 

１
月
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
、

ま
も
な
く
２
月
に
な
り
ま
し
た
。で
は
、

今
日
は
１
月
の
生
活
に
つ
い
て
報
告
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

栄
の
エ
デ
ィ
オ
ン
久
屋
広
場
で
中
国

の
春
節
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
、

１
月
14
日
、
私
は
友
達
と
一
緒
に
春
節

祭
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
日

本
人
の
ほ
か
に
国
の
外
国
人
も
い
ま
し

た
が
、
中
国
人
は
想
像
以
上
に
大
勢
で

し
た
。
実
は
春
節
祭
を
見
る
よ
り
、
広

場
の
周
り
に
並
ん
で
い
る
多
く
の
中
国

料
理
の
屋
台
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
の

で
、
普
段
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
を
た
く

さ
ん
食
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
で
、
い
く

つ
か
の
演
出
を
見
ま
し
た
が
、
一
番
印 

象
深
か
っ
た
の
は
「
変
臉

へ
ん
れ
ん

」
で
す
。「
変 

臉
」
は
四
川
省
の
地
方
劇
の
一
つ
で
、

顔
の
隈
取
り
を
一
瞬
の
う
ち
に
変
化
さ

せ
る
技
で
す
。
俳
優
さ
ん
は
見
事
な
演

技
で
観
衆
を
驚
か
せ
て
、
満
場
の
喝
采

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。 

 

１
月
の
末
、
ゼ
ミ
の
最
終
授
業
に
な

り
、
私
は
ゼ
ミ
メ
ン
バ
ー
の
飲
み
会
の

幹
事
で
し
た
が
、
飲
み
会
の
直
前
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
倒
れ
ま
し
た
。
１
月

24
日
の
夜
分
、
急
に
熱
が
出
て
、
午
前

中
ま
で
で
38
・
４
度
に
な
り
ま
し
た
。

普
通
の
風
邪
だ
と
思
っ
て
、
市
販
の
風

邪
薬
を
飲
む
だ
け
で
気
に
か
け
て
い
な

か
っ
た
で
す
。
以
前
風
邪
を
引
い
た
時

は
そ
の
よ
う
に
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

効
果
が
な
く
、
午
後
に
な
っ
て
も
熱
が

下
が
ら
ず
少
し
上
が
り
ま
し
た
。
午
後

の
４
時
頃
病
院
に
行
っ
て
、
Ｃ
型
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
薬
を
も
ら
っ
て
家
に
帰
っ

て
、
５
日
間
外
へ
出
な
か
っ
た
で
す
。

初
め
て
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
、
忘
れ

ら
れ
な
い
苦
し
い
時
期
を
過
ご
し
ま
し

た
。 

 

今
日
は
節
分
で
す
。
中
国
で
は
日
本

の
よ
う
な
「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
と
唱

え
な
が
ら
豆
を
ま
く
こ
と
、
恵
方
巻
を 

        

食
べ
る
こ
と
な
ど
は
し
ま
せ
ん
が
、
節

分
の
翌
日
を
立
春
だ
と
い
う
の
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

明
日
は
ち
ょ
う
ど
旧
暦
の
お
正
月
、

す
な
わ
ち
春
節
を
迎
え
ま
す
。
日
本
に

来
て
か
ら
、
一
度
も
帰
国
し
て
家
族
と

一
緒
に
過
ご
し
て
い
な
い
の
は
、
も
う

子
供
時
代
の
よ
う
な
春
節
を
期
待
す
る

気
持
ち
が
な
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。
明

日
の
夜
は
大
晦
日
で
、
日
本
の
お
正
月

の
時
と
同
じ
く
、
中
国
料
理
店
の
店
長

の
家
族
や
そ
の
友
達
と
一
緒
に
過
ご
す

つ
も
り
で
す
。 

  

広
島
被
ば
く
樹
木
（
緑
の
遺
産
）
報
告 

社
会
奉
仕
委
員
長 

 
 

 
 

 

 

鬼
頭 

茂
成 

 

 

次
年
度
委
員
会
配
属 

発
表 

会
長
エ
レ
ク
ト 

柴
岡 

正
将  

２
月
28
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

卓 

話 

「
遺
伝
子
栄
養
学
」 
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代
表
取
締
役 

田
中 

鞠
衣
さ
ん  

紹
介
者
：
春
日
井
和
良
さ
ん  

 
 

 
 

 
 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

前
田 

隆
久
・
杉
浦 

令
淑 

川
畑 

博
敬
・
竹
林 

正
人 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

締めの挨拶：髙木政義さん 乾杯の挨拶：吉田隆彦さん 

年男のお二人にそれぞれ挨拶をお願いしました。 


